
健康づくり企業大募集！

とやま健康経営
企業大賞
とやま健康経営
企業大賞

応募締切

令和６年度令和６年度

10月３日（木）

1. 県内に本店又は主たる事業所を置く企業、法人、    

団体及び個人事業所（以下「企業」という）

2. 健康企業宣言富山推進協議会のとやま健康企業

宣言認定企業（認定見込みを含む）又は経済産業省の

健康経営優良法人認定企業等（過去の認定を含む）

3. 下記の①～⑤の健康づくりに関する取組みのう

ちいずれかについて、他の企業への横展開が見

込まれる取組みを行う企業

応募方法

表彰特典

表彰企業の取組みは、リーフレットや

県の各種広報媒体でＰＲ！

※ 『元気とやま健康づくり企業表彰』(平成26～27年)、『のばそう健康寿命！健康
づくり企業大賞』(平成28～29年)、『とやま健康経営企業大賞』（平成30年～
令和５年）を受賞された企業は応募できませんので、あらかじめご了承願います。

【欠格事項】次のいずれかに該当する場合は、表彰できません。
①過去５年間において、労働関係法令、その他法令上に関して重大な違反

があるもの
②その他、社会通念上、表彰されるにふさわしくないと判断されるもの

特典１

特典２

表彰の対象となる取組み

①従業員のたばこ対策の取組み

②従業員の健診・健診受診後の取組み

③従業員のがん対策の取組み

④従業員の食生活・運動習慣など生活習慣改善の

 取組み

⑤その他従業員の健康づくりに関する取組み

（感染症予防対策、メンタルヘルス対策、過重労働対策など）

メール：当日23時59分まで/郵送：当日消印有効

提出先・お問合せ先

富山県厚生部健康対策室健康課健康増進・歯科保健担当

〒930-8501（住所記載不要）

TEL：076-444-3238／FAX：076-444-3496

MAIL：akenkotaisaku@pref.toyama.lg.jp

検索とやま健康経営企業大賞

※「健康経営」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

表彰式
令和６年12月（予定）

きらりと光る
取組みをPR！

次の1～3すべてを満たす企業

⚫応募用紙に必要事項を記入し、メール又は

郵送にて下記まで提出してください。

（自薦・他薦は問いません。）

⚫取組みの概要がわかる資料や写真等があれば、

併せて提出してください。

※応募用紙は県のホームページからダウンロード

できます。

応募資格

働く世代の生活習慣病等を予防することを目的に、企業で働く従業員に向けた健康づくりの取組みについて、

特に先導的かつ他の企業への横展開が見込まれる優れた取組みを行う企業等を表彰します。

 県内に貴社の健康づくりをＰＲする絶好の機会です。ぜひご応募ください！

健康づくりを応援する記念品を贈呈！



昨年度の受賞企業

※過去の受賞企業は、「とやま健康ラボ」ホームページで紹介しています。⇒ 検
索

※従業員数は、令和５年12月末時点です。

企業名
（所在地）

業種 従業員数 表彰分野 取組内容

ヤマイチ株式会社
（富山市）

住宅建
材・機
器卸し

98名 たばこ対策

○禁煙の取組みをサポートする補助金制度の創設
○敷地内を全面禁煙とし、敷地内、事務所入口、
共有社用車には禁煙プレートを掲げ、社内
チャットにも定期的に発信

株式会社
アプト・シンコー

（高岡市）
製造業 89名

健診・健診
後の取組み

○全社員を対象に、自分の健康状態と向き合う習
慣を根付かせることを目的とした「健康ステッ
プUP」を実施

〇健康状態や改善度の点数が大きかった社員を社
員総会の場で表彰し、賞品を進呈

株式会社
永田メディカル
（高岡市）

サービ
ス業

70名
健診・健診
後の取組み

○総務・各事業所の管理者が一体となって健康診
断の受診勧奨の支援を実施

〇一人一人が「健康」に向き合う時間を創出する
ためのワークライフバランスの取組み

ハリタ金属株式会社
（高岡市）

製造業 306名
生活習慣
改善

○「食事」に関する情報を全社員が閲覧可能
なチャットルームにて毎日少しずつ配信

○「運動」希望者にトランポリンクッションを配
布し、トランポリンクッション運動を実施
実践効果を検証し、社内で共有

北日本電機産業
株式会社
（富山市）

電気工
事業・
産業機
器卸売
業

14名
生活習慣
改善

○「いざ！健康ニュース」を毎月発行し、社員に
健康に関する情報提供をしながら、会社HPに
掲載し、他企業へ横展開

○ニュース内で社員が持ち回りで自分の健康法を
紹介し、全員参加で健康情報を共有

医療法人社団
秀林会𠮷見病院
（滑川市）

医療、
福祉

66名 健康づくり

○制服を勤務帯や職域により色分けすることで勤
務状況を可視化

〇日勤・夜勤の制服の色分けによって退社しやす
い環境づくりを整備
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